
第56回全日本教職員弓道選手権大会「北海道・札幌大会」実施要項 

 

主  催 全日本教職員弓道連盟･（公財）全日本弓道連盟 

後  援 スポーツ庁 

     ※予定 北海道･北海道教育委員会･（公社）北海道体育協会･札幌市･札幌市体育協会 

     ＮＨＫ札幌放送局･北海道新聞社 

主  管 北海道教職員弓道連盟･北海道弓道連盟･北海道弓道連盟中央地区･札幌弓道連盟 

期  日 令和７年８月10日（日）･11日（月）･12日（火） 

競技会場 北海きたえーる（北海道立総合体育センター）弓道場 

     北海道札幌市豊平区豊平5条11-1-１ TEL 011-820-1703 

競技種目 近的競技（36ｃｍ霞的使用、的中制、団体戦・個人戦とも予選は立射、決勝は坐射で行う） 

競技種類 団体競技･個人競技 

競技種別 男子の部･女子の部 

参加資格 団体競技は、都道府県教職員弓道連盟に登録された教職員及びそのОＢ･ОＧ会員で編成されている 

こと。 

     個人競技は、都道府県教職員弓道連盟に登録された教職員及びそのОＢ・ОＧ会員であること。 

参加制限 （１）団体１チーム３名、各都道府県とも男女各５チームまで。 

        ОＢ・ОＧと現役との混成は認めるが、男女混成は認めない。 

     （２）前年度優勝チームを有する都道府県教職員弓道連盟は上記と別に１チーム参加できる。（必ず 

優勝旗を返還に来ること） 

     （３）主管都道府県は男女各10チームまで参加できる。 

     （４）個人競技の参加人数は制限しない。 

参 加 料 団体･個人とも１人あたり4,000円とし、参加申込と同時に納入すること。 

日  程 （１）全国学校弓道指導者研究協議会：北海道柔道整復専門学校（札幌市中央区大通西18丁目-1-15） 

        ８月10日（日） 13:30～16：00 

     （２）レセプション：サッポロビール園（札幌市東区北7条東9-2-10） 

        ８月10日（日） 19:00～ 

     （３）大会受付：北海きたえーる弓道場 

        ８月10日（日）  9:00～12:30 

        ８月11日（月）  9:00～16:00 

        ８月12日（火）  8:30～10:00 

     （４）監査・常務理事会・理事会：北海きたえーる大研修室 

        ８月11日（月） （ 8：30～） 

     （５）開会式：北海道柔道整復専門学校 

        ８月10日（日） 17:00～ 

     （６）競 技：北海きたえーる弓道場 

        ８月11日（月） 13:00～ 女子団体予選、男子団体予選 

        ８月12日（火）  9:00～ 男子個人予選、女子個人予選、男子個人決勝、女子個人決勝 

                     男女団体決勝トーナメント 

     （７）閉会式：北海道立総合体育センター（北海きたえーる）弓道場 

        ８月12日（火） 競技終了後 

     （８）特別教員臨時中央審査会：北海道立総合体育センター（北海きたえーる）弓道場 

        ８月13日（水）  9:00～ 

     （９）公開練習：北海きたえーる（北海道立体育センター）弓道場 

        ８月10日（日） 9:30～12:30 

        ８月11日（月） 9:30～12:00 ※矢取は各自で行ってください。 

競技方法 （１）団体競技 

①予選は各選手４射、計12射を行い、男子は上位16チーム、女子は上位８チームを決勝進出と 

する。 

        ②決勝はトーナメント方式で行う。抽選によって組み合わせを決定し、各選手２射、計６射の 

的中数で勝敗を決する。 

        ③決勝トーナメント進出チームの決定および決勝トーナメントで同中の場合は、各選手１射、 

計３射の競射で勝敗を決する。 



     （２）個人競技 

        ①各選手４射を行い、男子３中以上、女子２中以上を決勝進出とする。 

団体競技出場者は、団体競技予選成績をもって個人競技の予選成績とする。 

        ②決勝は射詰競射により順位を決定する。決勝５射目以降は24ｃｍ星的を使用する。 

優勝決定戦以外は遠近競射による。 

     （３）その他 

        ①坐射が困難な選手は、参加申込用紙「立射申請」の欄に○印を記入すること。参加込用紙を 

提出した後は、規定の立射申請書を提出のこと。 

        ②団体競技の制限時間は、予選は３人立各自４射計１２射で立射６分以内。決勝は３人立各自 

２射計６射で坐射４分以内とする。 

個人競技では、制限時間超過による残り矢の無効･失権の扱いはしないが、「会打起し」を 

励行する。団体予選における制限時間超過による残り矢は、団体成績のみ無効･失権とし、 

個人競技としては有効とする。 

        ③団体予選、個人予選、個人決勝は３人立４射場で行う。団体決勝トーナメントは、決勝及び 

準決勝は３人立２射場で行い、それ以外は４射場で２試合同時に行う。ただし、試合の 

進行により変更する場合がある。 

        ④団体競技出場選手の変更は、理事総会までに所定の用紙に記入の上、大会事務局に届け出る 

こと。なお、選手の変更は、個人戦参加選手として登録された選手の中からのみとする。 

それ以外は受け付けない。別チーム間の選手変更は禁止とする。競技開始後の選手交代は 

認めない。競技開始後の欠員は、半数を割らない限り団体として認める。本大会における 

団体競技は個人競技を兼ねるので、欠員により団体として認められない場合もプログラム 

立順のとおりに行射し、個人成績のみを有効とする。 

        ⑤この要項に定める規定以外については「（公財）全日本弓道連盟競技規則」による。 

        ⑥参加者は健康保険証を持参してください。熱中症対策(水分補給等)の準備をしてください。 

健康に留意し、無理をして参加しないようにしてください 

        ⑦競技における矢取りにご協力をお願いします。 

表  彰 （１）団体競技は、１位、２位、３位（２チーム）までを表彰する。 

     （２）個人競技は、１位から１０位までを表彰する。６位から１０位は賞品のみとする。 

申込方法 （１）参加申込みに際しては，別紙「全日本教職員弓道連盟 主催大会における個人情報及び肖像権 

の取り扱いについて」を承諾した上で申し込むものとする。（全日本教職員弓道連盟HP内 

大会要項ページ内にも掲載してあります） 

（２）大会事務局より各都道府県理事宛に参加申込用紙･会員登録用紙等をメ－ルで送付するので、 

   必要事項等を入力したファイルを都道府県ごとに一括して、下記「申込先」にメール添付で 

送信する。電子データの送信ができない場合は郵送で送付する。 

     （３）参加申込と同時に、都道府県負担金10,000円、大会参加料1名4,000円、研究協議会参加費１名 

2,000円を、都道府県ごとに一括して下記「送金先」に振り込む。 

     （４）宿泊、弁当の申込は別紙案内による。 

申込締切 各種申込・登録と宿泊以外の費用の振り込みは、○月○日（○）までにお願いします。 

送 付 先 連絡先のアドレスに電子メールでご提出ください。「件名」を都道府県名としてください。電子 

メールの送信ができない場合のみ、郵送してください。 

送 金 先 大会参加料･研究協議会参加費･各都道府県負担金について ※宿泊･弁当は別 

     金融機関 北洋銀行 森支店  普通 ００６ ０４９７８３２ 

     名  義 北海道教職員弓道連盟 理事長 増田智之 

備  考 万一、参加申込受付後に大会が中止となった場合、記念品・プログラムの作成にかかった実費を選手 

にご負担いただくことがありますので、その節は何卒ご了承ください。 

     会場の開館は８時１０分です。それ以前の入館はできません。 

 

※ 申し込み・問い合わせ先（大会事務局） 

                     北海道札幌西陵高等学校 増田 智之 

                     〒063-0023 北海道札幌市西区平和３条４丁目２－１ 

                     TEL：011-663-7121 FAX:011-663-7122 

                  メールアドレス：masuda@hokkaido-c.ed.jp 

 

mailto:masuda@hokkaido-c.ed.jp

